
要 旨

自己タイミング型パイプライン機構におけるデータ転送制御回

路に関する研究

別役 宣奉

半導体集積化技術の発展の恩恵を受けて、これまで、集積化プロセッサの性能は著しく向

上してきた。しかしながら、近い将来、極限集積化時代に突入すれば、現状のノイマン型処

理方式では、クロック同期信号の配線が原因となり、高速化、集積化、省電力化の障害とな

ることは明らかである。この問題を根本的に解決する手段が自己タイミング型パイプライン

機構である。この方法は、配線を局所化でき、処理に本質的に必要な回路モジュールのみで

しか電力を消費しないため省電力化が可能になると同時に、スループットの飛躍的向上も可

能になるという優れた特徴を有している。

本論文は、この自己タイミング型パイプライン機構の最も基礎となるデータ転送制御回路

の最適な適用法について検討を加えたものである。現行のデータ転送制御回路を複合化集積

システムを構築する観点から再検討し、パイプライン内のデータ流量の変動が少ない機能モ

ジュールに適用可能な２つの高速回路構成を提案した。さらに、これらの回路と現行の回路

をスループット性能およびパイプライン効率について比較し、各回路構成の得失に応じた適

用法を示し、自己タイミング型パイプライン機構を用途に応じてより最適な回路で構成可能

になることを示した。
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